
特集2消費増税「先送り」の是非ニコ

先
送
り
で
も
消
費
行
動
は
変
わ
ら
ず

株
は
参
院
選
前
に
2
万
円
の
公
算
も

熊
本
地
震
以
降
、
復
興
の
足
を
引
っ
張
り
か
ね
な
い
消
費
税
率
引
き
上
げ

の
先
送
り
を
予
想
す
る
声
が
培
え
た
。
先
送
り
、
引
き
上
げ
の
双
方
の
ケ

ー
ス
に
お
い
て
、
消
費
行
動
、
金
利
、
為
替
、
株
価
の
行
方
を
予
想
す
る
。

，zs伐
増
税
は
日
本
の
武
気
や
金

一

叫

Er融
市
場
に
大
き
な
版
科
を
及

一

c
'ぽ
す
。
以
公
や
川
伯
、
為
政
u
、
一

株
式
市
場
は
ど
う
.K応
す
る
の
か
。

今
川
、
・
本
誌
制
集
部
で
別
的
税
率
引

き
上
げ
が
予
ム
出
品
通
り
実
施
さ
れ
た
助
作
、

先
送
り
さ
れ
た
場
合
の
附
紛
糾
に
つ
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、

一
般
消
技

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

沼
費
地
説
が
先
送
り
さ
れ
れ
ば
家
計

。 消費増税が延期になったら
泊費行動はどうなるか

56.7% 

一一26.3%

現
時
点
で
は

分
か
ら
な
い

'--
m税が

M
・
・
短
期
に
な
っ
た
ら

ih--型"
を
減
ら
す

i

・Eと
思
う

8.8% 

憎
咽
税
が

延
期
に
な
っ
た
ら

消
貨
を
治
や
す

と
思
う

《

υ

ω附
m訓
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は
助
か
る
。
で
も
消
費
は
増
や
さ
な

い
」「
い
ず
れ
増
税
さ
れ
る
。
だ
か
ら
消

的
行
動
は
変
え
な
い
」

半消実
数費施
がをな
回減ら
答ら
す
と

左
表
に
あ
る
よ
う
に
、
消
費
税
半
引

き
上
げ
が
先
送
り
さ
れ
て
も

「消
費
は

Q泊費税率が引き上げられたら
清費行動はどうなるか

変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
問
答
が
半
数
以

上
を
占
め
て
い
る
。
個
人
消
費
の
低
迷

が
裏
付
け
ら
れ
る
デ
l
タ
だ
。

前
出
の
コ
メ
ン
ト
は
先
送
り
さ
れ
た

場
合
、
消
費
行
動
に
ど
、
っ
影
科
す
る
か

に
つ
い
て
聞
い
た
問
い
に
対
す
る
自
由

回
答
の
代
表
例
で
あ
る
。

一
方
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
が
予
定

通
り
に
実
施
さ
れ
た
場
合
は
、
ほ
ぽ
半

数
が
沼
授
を
減
ら
す
」
と
答
え
た
。

税
率
ア
ッ
プ
に
見
合
う
ほ
ど
託
金
が
上

が
っ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
引
き
上
げ

で
尖
針
作
川
合
は
減
少
す
る
。
吋
然
の
結

栄
だ
ろ
、
っ
。

引
き
上
げ
作
送
り
肉
体
は
減
税
で
は

な
い
の
で
、
品
川
気
を
刺
激
す
る
こ
と
は

な
い
が
、
予
定
通
り
実
施
さ
れ
た
場
合

に
予
想
さ
れ
る
消
費
の
よ
り

一
階
の
低

29.9% 

品
嵐
附
川
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現
時
点
で
は

分
か
ら
な
い

49.9% 

と;1'1l'目
思事費税
うを後
減は
ら
す

処
倒

的ぺ

1.4% 
・・・・・・・闘圃圃
と消治
思賢税
うを後
織は
や
す

40 
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迷
が
な
く
な
る
分
、
足
元
の
公
気
を
下

支
え
す
る
効
果
は
期
待
で
き
る
。

経
済
全
体
は
ど
う
な
る
か
。
2
0
1

7
年
4
月
に
消
費
増
税
が
実
施
さ
れ
な

け
れ
ば
、

M
W
年
度
後
半
に
駆
け
込
み
…術

史
は
起
き
ず
、

げ
年
度
前
半
に
反
動
減

も
起
き
な
い
。
先
送
り
に
よ
っ
て
凶
年

度
の
成
長
率
は
低
く
な
り
、
口
年
皮
の

成
長
率
は
向
く
な
る
。

河
野
龍
太
郎

・
B
N
P
パ
リ
パ
証
券

チ
l
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、
熊
本
地
災

を
受
け
て
消
費
説
中
引
き
上
げ
の
先
送

り
が
ほ
ぼ
雌
尖
に
な
っ
た
と
し
て
、
凶

年
伎
の
経
済
成
長
率
の
予
想
を
0

・
6

%
か
ら
0
・
2
%
に
引
き
下
げ
、
げ
年

度
を
マ
イ
ナ
ス
0・

3

%
か
ら
0
・

2

%
に
引
き
上
げ
た
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
を
前
提
と
し
た

民
間
予
測
機
関
の
凶
年
度
成
長
率
予
想

の
平
均
は
1
%
前
後
、
げ
年
度
の
平
均

は
0
%
台
前
半
。
仮
に
、

河
野
氏
と
同

じ
修
正
幅
と
す
れ
ば
、
先
送
り
後
の
凶

年
度
、
げ
年
度
の
成
長
率
は
共
に
0
%

ム
円
後
半
に
な
る
。

一
引
き
上
げ
・
先
送
り
に

一
か
か
わ
ら
ず
国
債

一
利
回
り
に
変
化
な
し
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当
然
の
こ
と
だ
が
、
消
究
税
率
引
き

上
げ
が
先
送
り
さ
れ
れ
ば
、
税
収
も
明

え
な
い
。
政
府
は
初
年
度
に
器
礎
的
財

政
収
支

(プ
ラ
イ
マ
リ
1
バ
ラ
ン
ス
)
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を
黒
字
化
さ
せ
る
こ
と
を
国
際
公
約
と

し
て
い
る
。
先
送
り
さ
れ
た
場
合
は
、

公
約
述
成
は
慨
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
財

政
悪
化
を
明
由
と
し
た
、
日
本
国
偵
の

格
下
げ
の
公
算
も
大
き
く
な
る
。

そ
う
な
る
と
、
気
に
な
る
の
が
国
債

の
利
回
り
だ
。
通
常
、

財
政
が
悲
化
す

る
見
通
し
と
な
る
と
、
国
債
が
売
ら
れ

て
利
回
り
は
上
昇
(
側
絡
は
下
落
)
す

る
。
い
わ
ゆ
る
悪
い
金
利
上
昇
だ
。

し
か
し
、

今
回
、
そ
う
し
た
金
利
上

昇
は
起
き
そ
う
に
な
い
。
そ
の
原
因
は

日
本
銀
行
の
大
量
の
国
債
買
い
入
れ
に

よ
る
需
給
逼
迫
で
あ
る
。
現
在
の
日
銀

の
年
間
購
入
額
は
別
兆
円
と
、
年
間
の

新
規
発
行
額
を
大
き
く
上
回
る
。
金
融

機
関
な
ど
が
保
有
す
る
国
債
を
吸
い
上

げ
な
が
ら
、
悶
依
腕
入
を
統
け
て
い
る

の
だ
。
上
図
に
見
る
よ
う
に
、
日
年
4
月
の

異
次
元
緩
和
開
始
以
降
、
日
銀
の
国
債

保
有
額
は
大
き
く
膨
ら
み
、
四
年
ロ
月

末
で
、
凶
似
発
行
残
高
に
対
す
る
日
銀

の
保
有
比
率
は
3
割
を
超
え
た
。

国
債
需
給
逼
迫
に
加
え
て
、
マ
イ
ナ

ス
金
利
政
策
が
平
し
つ
れ
た
こ
と
で
金
利

は
急
低
下
し
、
現
在
、
償
還
期
間
が
同

年
ま
で
の
国
債
利
回
り
は
マ
イ
ナ
ス
に

沈
ん
で
い
る
。

生
命
保
険
会
社
な
ど
機
関
投
資
家
に

と
っ
て
は
、
一
回
の
利
回
り
低
下
で
述

則
般
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
い
る
。
そ
れ

故
、
も
し
格
下
げ
な
ど
を
材
料
に
外
国

人
な
ど
が
国
債
を
売
り
、
利
回
り
が
上

昇
し
て
プ
ラ
ス
に
転
換
し
た
ら
、
こ
う

し
た
機
附
投
資
家
が
日
っ
て
く
る
と
み

ら
れ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
利
回
り

は
上
昇
し
な
い
。
「
財
政
が
悪
化
す
れ

ば
国
債
利
回
り
が
上
昇
し
、

警
鈍
を
鳴

ら
す
市
場
機
能
は
全
く
作
用
し
て
い
な

い
」
(
上
野
泰
也
・

み
ず
ほ
証
券
チ
ー

フ
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
)
状
態

に
あ
る
。

ま
た
、

財
務
省
は
、
翌
年
度
分
の
国

債
の
借
換
資
金
に
充
て
る
悶
依
を
前
年

度
に
発
行
す
る
前
倒
し
発
行
を
膨
ら
ま

せ
て
い
る
。
消
費
税
率
引
き
上
げ
が
先

送
り
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
資

一

金
繰
り
に
窮
す
る
よ
、
?
な
事
態
に
は
至

一

ら
な
い
。

一

国
債
が
格
下
げ
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

一

日
本
企
業
の
格
付
け
に
も
波
及
す
る
が
、

国
債
同
様
に
急
激
な
金
利
上
昇
は
起
き

な
い
だ
ろ
う
。

一
般
に
企
業
の
社
仙
の
絡
付
け
は
、

企
業
が
存
在
す
る
国
の
絡
付
け
を
上
回

ら
な
い
と
い
う
の
が
原
則
だ
。
国
債
が

格
下
げ
と
な
れ
ば
、
日
本
企
業
の
多
く

が
町
線
に
格
下
げ
と
な
る
。
そ
の
場
合
、

企
業
の
資
金
調
述
コ
ス
ト
が
上
糾
す
る
。

し
か
し、

そ
の
場
合
で
も
述
用
難
故
に
、

機
関
投
資
家
な
ど
の
買
い
が
入
る
と
み

ら
れ
、
大
き
く
金
利
が
上
昇
す
る
こ
と

は
な
さ
そ
う
だ
。

銀
行
な
ど
金
融
機
闘
の
場
合
、
外
貨

調
迷
コ
ス
ト
に
も
影
響
が
出
る
が
、
こ

れ
も
国
内
金
利
の
上
昇
を
抑
制
す
る
方

向
に
働
く
。
絡
下
げ
で
日
本
の
金
融
機

関
の
信
用
度
が
恕
化
す
れ
ば
、
制
連
コ

ス
ト
は
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
調
達
コ
ス
ト
の
上
昇
で
金
融

機
関
の
外
債
投
資
の
実
質
利
回
り
が
低

下
す
る
分
、
囲
内
債
券
投
資
が
有
利
に

な
る
の
で
悶
内
金
利
の
上
昇
を
抑
え
る

方
向
に
働
く
。

増
税
が
予
定
通
り
実
施
さ
れ
た
場
合

も
、
金
利
は
現
状
と
大
き
く
変
わ
ら
な

い
だ
ろ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
財
政
状
態

よ
り
、
日
銀
の
国
債
買
い
入
れ
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
金
利
低
下
圧
力

の
方
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
為
替
や
株
価
へ
の
影
響
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
。
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で

4
月
に
日
銀
の
追
加
緩
和
が
な
か
っ

た
こ
と
で
、
円
の
対
ド
ル
レ
l
ト
は
1

1
0円
を
割
り
込
ん
だ
が
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
先
送
り
は
円
安
に
作
用
す
る

と
の
見
方
が
大
勢
だ
。

地
税
後
の
街
袈
反
動

滅
が
な
く
な
り
、
熊
本

地
震
か
ら
の
復
興
の
た

め
の
補
正
予
鈍
が
編
成

さ
れ
る
こ
と
と
合
わ
せ

て、

長
気
が
腰
折
れ
し

な
い
可
能
性
が
高
ま
る
。

消n税率が引き上げられる前
には駆け込み招聾が発生する。

その規僕が大きいほど、引き

上I{:後の反動)Ixも大きくなる

JUI 



ト
で
円
売
り
・
ド
ル
買
い
を
加
速
さ
せ

れ
ば
、
ド
ル
の
上
昇
に
拍
車
が
掛
か
る

だ
ろ
う
。
I
J
H
1
2
0円
を
越
え
る

円
安
を
予
想
す
る
戸
は
少
な
い
が
、

1

ド
ル

H
1
1
0円
台
で
推
移
す
る
公
算
が

大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
予
泣
迎
り
引
き
上
げ
ら
れ
た

場
合
に
は
ど
う
な
る
だ
ろ
、
っ
か
。
前
回

の
は
年
度
は
、
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
円
安

が
進
行
し
た
。
こ
れ

は
、
米
国
が
国
債
購

入
・
学
乞
減
少
さ
せ
て

い
く
ハ
川
的
緩
和
の
手

じ
ま
い
を
進
め
て
、

金
融
政
策
が
引
き
締

め
方
向
に
あ
っ
た
上

に
、
日
月
末
に
日
銀

が
拭
的
緩
和
を
拡
大

さ
せ
た
た
め
だ
。

今
回
は、

米
国
が

引
き
締
め
の
べ

l
ス

を
遅
ら
せ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
で
円
高

圧
力
が
か
か
っ
て
い

る
。
予
足
通
り
に
地

税
が
実
施
さ
れ
た
場

合
、
景
気
の
慎
迷
懸

念
も
あ
り
、
投
資
家

の
リ
ス
ク
オ
フ
路
勢

が
強
ま
り
、
円
高
圧

力
が
か
か
り
そ
、
つ
だ
。

円
高
を
も
た
ら
す
リ
ス
ク
オ
フ
の
要
悶

だ
っ
た
、
原
口
州
安
や
中
国
経
済
の
先
行

き
懸
念
も
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
リ

ス
ク
オ
ン
の
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
り
、

一

安
全
通
貨
で
あ
る
円
が
売
ら
れ
る
公
算

一

が
大
き
く
な
る
。

一

格
下
げ
で
ド
ル
の
削
述
コ
ス
ト
が
尚

く
な
っ
た
銀
行
が
、
い
わ
ゆ
る
ス
ポ
ツ

110 
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円

高 .95

125 

円
安 120

115 
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た
だ
、
米
シ
カ
ゴ
の
通
貨
先
物
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
見
る
と
、
投
機
筋
の
ネ
ッ
ト

の
円
只
い
持
ち
尚
(
円
高
を
予
想
)
は
、

4
月
四
日
時
点
で
過
去
最
大
の
7
万
1

8
7
0枚
。
今
後
、
さ
ら
に
大
き
く
膨

ら
む
と
は
考
え
に
く
い
。
足
元
で
は
投

機
主
導
で
門
前
が
急
速
に
進
む
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
1
ド
ル

H
1
0
0円
を
制

る
公
算
は
小
さ
い
。

予
定
通
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、

今
年
の
後
半
か
ら
来
年
初
め
に
か
け
て

は
、
駆
け
込
み
需
要
が
生
じ
る
。
加
え

て
、
「
景
気
の
落
ち
込
み
を
緩
和
す
る

た
め
に
、
補
正
予
辞
が
編
成
さ
れ
景
気

刺
激
策
が
講
じ
ら
れ
る
欠
陥・

μ修
・

シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券
チ
l
フ
F
X
ス

一

ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
)
と
み
ら
れ
る
。
そ
の

一

場
合
、
輸
入
が
増
加
す
る
こ
と
も
あ
り
、

一

予
定
通
り
の
引
き
上
げ
で
も
、
来
年
に

-

か
け
て
は
円
安
に
振
れ
そ
う
だ
。

前 t予
後万定
に5通
まOり
で0実
株 O施
価円な
下ら
落
か

上
図
に
見
る
よ
う
に
、
為
替
レ
l
ト

が
円
安
に
振
れ
る
と
、
ほ
ぽ
同
時
か
、

や
や
遅
れ
る
形
で
株
高
が
進
行
す
る
。

こ
れ
に
倣
え
ば
、
増
税
先
送
り
を
決
定

し
、
円
安
が
進
行
す
れ
ば
、
思
想
を
受

け
る
輸
出
企
業
を
巾
心
に
株
価
は
上
昇

す
る
だ
ろ
う
。

格
下
げ
は
、
株
式
市
場
に
は
そ
れ
ほ

ど
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
な
い。

そ
れ
よ

り
も
目
先
の
呆
気
が
腰
折
れ
し
な
い
こ

と
が
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
だ
ろ
う
。

衆
参
同
日
選
挙
は
見
送
ら
れ
る
公
鉢

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
「
参

議
院
選
挙
に
向
け
て
補
正
予
算
、
成
長

戦
時
策
定
な
ど
の
施
策
が
取
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
を
好
感
す
る
形
で
株
価
は

上
昇
し
、
選
挙
前
に
は
日
経
平
均
株
価

は
2
万
円
近
く
に
ま
で
達
す
る
」
(
広

木
隆

・
マ
ネ
ッ
ク
ス
祇
券
チ
l
フ
ス
ト

ラ
テ
ジ
ス
ト
)
可
能
性
が
あ
る
。

予
定
通
り
増
税
実
施
と
な
っ
た
場
合

に
は
、

当
而
、
1
0
0円
台
で
の
門
市

器
削
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。
愉
山
企
業

の
多
く
は
、
採
鉢
レ
l
ト
を
1
1
0円

近
辺
と
し
て
い
る
た
め
、

業
績
に
は
マ

イ
ナ
ス
と
な
る
。
日
年
度
の
企
業
収
益

は
減
説
に
な
る
公
鉱
が
大
き
い
。

日
経

平
均
株
側
は
1
万
5
0
0
0円
前
後
ま

で
下
落
す
る
と
予
想
す
る
向
き
も
あ
る
。

奴
気
動
向
や
被
災
地
の
復
興
な
ど
を

考
え
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
先
送
り
が

当
然
と
す
る
市
場
関
係
者
は
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
単
な
る
先

送
り
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

先
送
り
後
の
明
税
時
ま
で
に
社
会
保
障
、

労
働
市
場
改
革
、
法
人
実
効
税
率
引
き

下
げ
な
ど
構
造
改
革
を
進
め
る
こ
と
を

強
く
望
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
改
革
に

向
け
て
滅
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
と
い

う
焦
り
を
感
じ
て
い
る
市
場
関
係
者
の

危
機
感
の
表
れ
で
も
あ
る
。

。
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